
曲物製作技術の調査
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現存する｛.L；、統的な木工技術は， 古代の木：l：技

術を復原するうえに重要な手がかりとなるもの

であるが， 機械化の.illi1 j" Kともなしりいまや，

ほとんど忘れ去られようとしている。 平M宮跡

発抑制笠間1考古?nl訊Lti.�ト：と飛，1： �11』i}Jh'i；；助、先JJiil

訪w主は， その .. 下刻！！な記録「｜τ成を；「j}l;jし，；）1-

�＇］ 'f-ーとして， 奈良川占・:J!f-1:11天川村il11JJI I， 桁IU1!1

)((!j）氏ノjにおいて，11114均杓f'I：り絞1'j:jの訓ff.をお

こtJっfこ。

〆

1111物作�泣は， ιI Iζひたしてやわらかくしたf![IJ

j疫を1111げ， カノイ（艇の樹皮〉でとじ介せたのち，

別に川なしたほ阪をはめこんで「ドる。 杓「ドりの

�:-i：程は｝jlj表のように約30_1：科lとわかれ，｛史J日

する工只！ま数十郡にのぼる。 陥／11氏Jiでは， ロ

ーラ 一 等の近代的なm具を川いず， また縦引鈴： 節l図 11/1物の製作
ゃf'iガンナをほとんどもとわないi ＇ ，·い技法が比られた。 初i ftは)j('ij二j立も紋抗するf定である。
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曲物の製作工程
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